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を示した．そして，773 Kまではアモルファス状態を維持でき，873 K以上では，アモルファス + γ-Fe → α-Fe + 















られる．また，TiC/Si 複合改質層の硬さは，TiC 改質層には及ばないが，Si 改質層より大きくなっていることを
確認した．前述の材料分析結果より，TiC/Si複合改質層の TiC濃度が大きくなることで，改質層の硬さは大きく
なると推測される．このように，電極中のSi混合比を変化させることで，TiC/Si複合改質層の硬さと表面粗さが
変化し，TiC改質層とSi改質層に対して硬さと表面粗さがそれぞれ中間的な値になる改質層を形成可能であるこ
とを明らかにした．また，粘性率が小さく Feとアモルファスになりやすい組み合わせの元素を硬質なセラミック
スのショット電極に混合することで，硬質なセラミックスが拡散した平滑でアモルファスの改質層を形成でき，
電極中の混合比によって改質層の硬さと表面粗さを変化させられる可能性が示唆された． 
第5章では，前章までで提案したプロセスにより形成した改質層の耐侵食性や摺動性を評価し，これらの改質
層の有効性を検証した．まず，SUS630に Si改質層または TiC/Si複合改質層を形成することで，SUS630のみや
従来のTiC改質層と異なり，王水に対して高い耐食性が得られた．また，SUS630にSi改質層またはTiC/Si複合
改質層を形成することで，SUS630のみや従来のTiC改質層，ステライトNo.6と異なり，液滴衝突に対して高い
耐エロージョン性が得られた．溶融鉛フリーはんだに対しても，SUS304にSi改質層を形成することで，SUS304
のみと異なり，高い耐侵食性が得られた．このように改質層が王水や溶融鉛フリーはんだに侵食されないのは，
表面欠陥が少なく，またアモルファスであるためであることが示された．また，液滴衝突に侵食されないのは，
アモルファスであること，表面粗さが小さいこと，表面欠陥が少ないこと，硬さが大きいことの複合的な効果の
ためであることが示唆された．次に，FC250にSi改質層を形成することで，FC250のみよりも摩擦係数が低下し，
高い摺動性が得られた．摺動面の観察結果より，このように摩擦係数が低下するのは，Si改質層に形成された凹
凸が摩耗せず，凹部が油だまりとして作用したためと示唆された．以上のことから，プラズマショット法による
改質層は，従来の耐摩耗用途だけでなく，耐食性，耐エロージョン性，鉛フリーはんだ耐侵食性といった耐侵食
用途や，摺動用途に対しても有効であることが明らかになった． 
第6章では本論文の結論を述べた． 
本研究の成果は，微小パルス放電による電極材料付着現象を利用したプラズマショット法において，電極材料
付着と表面形状形成のメカニズムを明らかにし，表面形状を制御する指針およびその妥当性を示したものであり，
工学的に高い意義を有する．また，提案したプロセスによって形成した改質層を，近年適用が期待されている耐
侵食用途や摺動用途に適用できる可能性を示すものであり，工業的貢献が期待される． 
 
